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Abstract : The relationship between characteristics of the Zostera japonica population and the conditions 

of their bottom sediment at Rokujo tidal flats in Mikawa Bay was examined. Seasonal changes were 

observed in dry weight, concentrations of carbon and nitrogen in the standing crop per unit area of Z. 

japonica. Maximum dry weight and concentrations of carbon and nitrogen were observed in August, while 

minimum values for all three were observed in December. The total nitrogen in the standing crop of the 

aboveground biomass of Z. japonica was 69 percent on the whole. The nitrogen absorbed by the 

underground biomass of Z. japonica correlated with the nitrogen concentration in the standing crop of their 

bottom sediment. In the eastern part of Mikawa Bay, the monthly mean concentrations of carbon and 

nitrogen in the standing crop per unit area of Z. japonica were greater than those of Z. marina throughout 

the entire year. The concentrations of carbon and nitrogen in the standing crop of their bottom sediment of 

Z. japonica population were greater than those in the barren land. Assuming uniform population density, 

the population correlated with the concentrations of carbon and nitrogen in the standing crop in their 

bottom sediment. However if non-uniform population density is assumed, there was no correlation 

observed between the population and the concentrations of carbon and nitrogen in the bottom sediment 

standing crop. Z. japonica grows year-round and increases the stability carbon and nitrogen in their bottom 

sediment. Therefore, this grass and their bottom sediment have important functions in water purification 

and prevention of global warming at the Rokujo tidal flats. Z. japonica reproduces mainly through 

rhizomes, and dose not exhibit sexual reproduction; therefore, once a population of Z. japonica perishes it 

is unable to recover. 
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三河湾の岩礁域や砂泥域に群落を形成する褐藻綱コン

ブ目コンブ科アラメ属であるサガラメ Eisenia arboreaや

単子葉植物綱イバラモ目アマモ科アマモ属であるアマモ

Zostera marinaおよびコアマモ Zostera japonicaなどの海

藻草類は，生育に必要な窒素や燐を海水中から吸収する。 

1-3)アマモ属においては，根を介して底質中からも窒素や

燐を吸収する。4,5)そのため，これらの海藻草類は，水質

浄化機能を有するとされている。また，光合成の過程で，

二酸化炭素を吸収することから，1-3)陸上植物と同様に温

暖化防止機能を有するとされている。海藻草類の群落は，

エビ類など魚介類の生活史における初期生活場所であり，

6)裸地よりも未成魚の種類数および個体数が多く，7,8)群
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落およびその周辺に生息する動物は直接および間接的に

海藻草類を餌料としている 8)ことから，保育および餌料

供給等の生物生産機能を有するとされている。海藻類お

よび群落で育った魚介類は漁業により海域から取り上げ

られる。最近では，漁業の持つ多面的機能が注目され，

中でも漁業生産を通じて窒素，燐を取り上げる物質循環

機能の有効性が見直されている。9)このように，海藻草

類の群落は，水質浄化機能，温暖化防止機能，生物生産

機能により，海域環境や生態系の保全，水産業の維持増

大の要となっている。しかし，海藻草類の群落は分布範

囲を狭め危機的な状況となっている。例えば，サガラメ

は伊勢湾・三河湾の湾口域および島嶼部一帯に生息して

いたが，海水温の上昇に伴い，植食性魚類の過剰摂取に

より減少した。10)その結果，1998年から減少を始め，2005

年以降は伊勢湾東部と遠州灘の一部に生息するのみとな

っている。11)湾奥の比較的静穏な砂泥域に生息するアマ

モは，埋立てによる生息場所の減少やそれに伴う透明度

の低下により生息地盤高が D.L.-5m（D.L.：基本水準面）

以浅から D.L.-3m以浅に変化したため，12)1941年以前の

10,140haから 2001年の 250haに分布面積が縮小している。
12)これら海藻草類の群落再生は，健全な物質循環を取り

戻す上で必須な課題となっている。一方，コアマモはア

マモよりも浅い低潮線を中心とした地盤高 D.L. +0.6～

-2.4m に生息している。13)埋立ての影響で減少が危惧さ

れているが，三河湾全体における分布範囲は確認されて

いない。そのうち，三河湾東奥部に位置する六条潟では，

10.2ha と比較的大きな群落が形成されているが，14)水質

浄化機能，温暖化防止機能や生物生産機能については分

かっていない。三河湾東部では，赤潮や貧酸素化が依然

として続いていることから，六条潟のコアマモ群落が果

たす役割を明確にするために，まず第一歩として，コア

マモ群落の乾重量，炭素（C）および窒素（N）の現存量

の季節変化，さらに群落と底質環境との関連についての

把握を試みた。 

材料及び方法 

 コアマモ草体各部位の乾重量，C，N 現存量について

は 2011年 7月から 2012年 7月にかけて，コアマモ群落

の C，N現存量と底質との関連については 2012年 8月か

ら 2013年 8月にかけて調査を実施した。 

(1) コアマモ草体各部位の C，N含有量と単位面積当た

りの C，N現存量の推移（2011年調査） 

Fig. 1に示す六条潟における最大のコアマモ群落には，

北側の密度の均一な場所と南側の密度の不均一な場所が

混在していた。St. 1は比較的密度の均一な北側に，St. 3

は密度の不均一な南側に設定した。St. 1および St. 3の地

盤高は D.L.±0 mであった。25cm×25cmのコドラート内

のコアマモを底質ごと採取し，5mm目の篩でふるい，コ

アマモと底質に分離した。採取は，2011年 7月 29日，8

月 29日，9月 27日，10月 25日，11月 24日，12月 26

日，2012 年 1月 23日，2月 23日，3月 26日，4月 19

日，5月 21日，6月 20日，7月 18日と，1年間に渡り毎

月 1 回実施した。コアマモは実験室に持ち帰り，Fig. 2

に示すとおり葉および葉鞘を合わせた栄養株の地上部，

花穂および枝を合わせた生殖株の地上部（花穂部），地下

茎部，根部に切り分け，80℃で 24時間乾燥させ冷却後に

乾重量を測定し，1 平方メートル当たりに換算した値を

各部位の乾重量とした。その後，各部位を均一な粉末に

して 5mg程度を取り，CHNコーダー（SUMIGRAPH, NC 

900S, （株）住化分析センター製）で C，N含有量を分

析した。各部位の乾重量に C，N 含有量を乗じて，1 平

方メートル当たりの C，N 現存量とした。なお，C，N

含有量および C，N現存量は，St. 1および St. 3の平均と

した。 
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(2) コアマモ群落の C，N現存量と底質との関連（2012

年調査） 

Fig. 1に示すコアマモ群落内の St. 1および St. 3を測点

とし，対照区として両地点の中間にある裸地に St. 2（地

盤高 D.L.±0 m）を設定した。25cm×25cmのコドラート

内のコアマモおよび底質を採取して実験室に持ち帰り，

St. 1,3についてはコアマモを手で選り分け，(1)と同様の

方法により，乾重量を測定した。なお，草体と底質との

関係を見ることから，地下茎部と根部は地下部として一

体で測定し，C，N 現存量の算出に必要な C，N 含有量

は，2011年 7月～2012年 7月に測定した毎月の値を使用

した。採取は，2012 年 8月 17日，9月 18 日，10 月 15

日，11月 15日，12月 13日，2013年 1月 11日，2月 12

日，3月 11日，4月 10日，5月 10日，6月 10日，7月 8

日，8月 7日と，1年間に渡り毎月 1回実施した。底質は，

均一に混合後ガス検知管を使用した硫化物測定器（（株）

ガステック社製）を用いて酸揮発性硫化態硫黄量（AVS）

を，電気マッフル炉（（株）東洋製作所製）を用いて，JIS 

A 1226の方法により強熱減量を測定した。底質の残りは

冷凍して後日，CHN コーダーを用いて TN および TOC

の含有量を分析した。 

結 果 

(1) コアマモ草体各部位の C，N含有量と単位面積当た

りの C，N現存量の推移（2011年調査） 

① コアマモ草体各部位の C，N含有量の推移 

コアマモの C，N含有量の季節変化を Fig. 3に示した。

栄養株地上部（○印）の C含有量の範囲（平均±標準偏

差）は，239.5～365.2 mgC d.w.g-1 (330.2±38.2 mgC 

d.w.g-1)で，年間を通じて 5 月および 6 月が 274.6 mgC 

d.w.g-1および 239.5 mgC d.w.g-1と低かった。地下茎部（■

印）は，285.7～363.0 mgC d.w.g-1 (328.7±22.4 mgC 

d.w.g-1)で，12月に 285.7 mgC d.w.g-1と最も低くなった。

根部（△印）は，253.0～345.1 mgC d.w.g-1 (296.4±35.3 

mgC d.w.g-1)で，9月に 259.5 mgC d.w.g-1と一時的に低く，

1 月以降は次第に低くなり，4 月には 253.0 mgC d.w.g-1

と低下した。栄養株地上部（○印）の N含有量の範囲は，

17.2～39.3 mgN d.w.g-1 (32.0±6.1 mgN d.w.g-1)で，年間を

通じて 5～7月が 17.2～29.0 mgN d.w.g-1と他の月の 33.0

～39.3 mgN d.w.g-1より低かった。地下茎部（■印）は 13.4

～23.8 mgN d.w.g-1 (18.9±2.8 mgN d.w.g-1)，根部は（△

印）14.9～21.2 mgN d.w.g-1 (18.4± 2.0 mgN d.w.g-1)と，

地上部に比べて少なく変動幅も小さかった。栄養株地上

部（○印）の平均 C/N比の範囲は，8.8～13.9 (10.5±1.7)

で，年間を通じて 6，7月が 13.9，12.0と他の月の 8.8～

10.9より高かった。地下茎部（■印）は 13.7～24.0 (17.7

±3.9)，根部は（△印）12.7～21.7 (16.2±1.3)と，地上

部に比べて高かった。草体全体の C/N 比は 13.2～20.5

(15.8±2.5)であった。 

② コアマモ草体各部位の単位面積当たりの C，N現存

量の推移 

コアマモの草体全体，栄養株の地上部，花穂部，地下

茎部および根部の各部位について，単位面積当たりの乾

重量，C，N現存量の推移を Fig. 4に示した。草体全体（太

線），栄養株の地上部（○印），地下茎部（▲印）の乾重

量は，8月に最高の 178.6 g d.w.m-2，98.8 g d.w.m-2，58.1 g 

d.w.m-2 を示し，その後減少して 12 月に最低の 20.0 g 

d.w.m-2，11.2 g d.w.m-2，6.9 g d.w.m-2を示した。1月以降

は，3 月に一旦高い値を示し，その後増減しながら 7 月

にかけて増加した。根部（△印）は，地上部，地下茎部

より変化は少ないが上記とほぼ同様の増減を示した。花

穂部（●印）は 5月から 7月にかけて 0.2～2.5 g d.w.m-2

で出現し 5月に最大となった。各部位の乾重量の年間平

均比率は，57：31：12と花穂部を含む地上部，地下茎部，

根部の順に多く，地上部が全体の 57%を占めた。 

単位面積当たりの草体全体（太線），地上部（○印）お

よび地下茎部（▲印）の C現存量は，8月に最高の 62.3 gC 
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Fig. 3 Seasonal changes in average of carbon and 
nitrogen of vegetative shoots, rhizomes and roots at 
St. 1 and St. 3 in Z. japonica population. Upper, 
middle and lower graphs show carbon concentration, 
nitrogen concentration and C/N, respectively. Open 
circles (○), solid squares (■) and open triangles 
(△) show vegetative shoots in aboveground 
biomass, rhizomes and roots, respectively.
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m-2，36.1 gC m-2および 19.5 gC m-2を示し，その後減少し

て 12月に最低の 6.4 gC m-2，3.9 gC m-2および 2.0 gC m-2

を示した。根部（△印）は，地上部，地下茎部より変化

は少ないが上記とほぼ同様の増減を示した。花穂部（●

印）は 5月に最大の 0.7 gC m-2となった。各部位の C現

存量の年間平均比率は，花穂部を含む地上部：地下茎部：

根部= 58：31：11で乾重量の比と似ていた。 

単位面積当たりの草体全体（太線），地上部（○印）お

よび地下茎部（▲印）の N現存量は，8月に最高の 5.5 gN 

m-2，3.89 gN m-2および 1.19 gN m-2を示し，その後減少

して 12月に最低の 0.6 gN m-2，0.42 gN m-2および 0.11 gN 

m-2を示した。根部（△印）は地上部，地下茎部より変化

は少ないが上記とほぼ同様の増減を示した。花穂部（●

印）は 5月に最大の 0.06 gN m-2となった。各部位の N現

存量の年間平均比率は，花穂部を含む地上部：地下茎部：

根部= 69：22：9で，乾重量および C現存量と比較して

地上部で高かった。 

(2) コアマモ群落の C，N現存量と底質との関連（2012

年調査）

St. 1および St. 3における単位面積当たりのコアマモ乾

重量，底質の C，N含有量，強熱減量および AVSの季節

変化を Fig. 5に示した。乾重量は，St. 1および St. 3とも

11月に低く 5月に向けて高くなった。この変化は，2011

年調査とほぼ同様の季節変化を示した。底質の C平均含

有量は，St. 1で 2.87±0.85 mgC d.w.g-1，St. 3で 2.52±0.67 

mgC d.w.g-1と，St. 2の 1.89±0.70 mgC d.w.g-1より有意に

Fig. 4 Seasonal changes of the biomass in Z. 
japonica. Upper, middle and lower graphs show dry 
weight, carbon concentration and nitrogen 
concentration, respectively. Thick lines, open circles 
(○), solid triangles (▲) , open triangles (△) and 
solid circles (●) show total biomass, vegetative 
shoots in aboveground biomass, rhizomes, roots and 
flowering shoots in aboveground biomass, 
respectively.

Fig. 5 Seasonal changes of the dry weight (a) in Z. 
japonica population and conentrations of carbon (b) 
and nitrogen (c), ignition loss (d) and AVS (e) in 
their bottom sediment. Straight lines and dotted lines 
of Fig. 5-(a) show St. 1 and St. 3, respectively. Thick 
lines, open circles (○), solid triangles (▲), and 
solid circles (●) of Fig. 5-(a) show total biomass, 
vegetative shoots in aboveground biomass, 
belowground biomass and flowering shoots in 
aboveground biomass, respectively. Solid sticks, 
slash sticks and open sticks of Fig. 5-(b),(c),(d),(e) 
show St. 1, St. 3 and St. 2., respectively.
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高かった（t検定，p<0.01，p<0.01）。底質の N平均含有

量は，St. 1で 0.41±0.09 mgN d.w.g-1，St. 3で 0.39±0.14 

mgN d.w.g-1と，St. 2の 0.31±0.07 mgN d.w.g-1より有意に

高かった（t検定，p<0.01，p<0.05）。St. 1では，草体の

乾重量と底質の C，N含有量の相関は低かったが，年間

を通して同時期に増減を繰り返す傾向にあり，裸地より

関連があるように見えた。St. 3では，そのような傾向は

見られなかった。強熱減量の年平均は，St. 1および St. 3

共に平均 2.2±0.4 % であり，St. 2の平均 1.9±0.3 %より

有意に高かった（t検定，p<0.01，p<0.01）。群落底質（コ

アマモ群落における底質）同士は似た季節変化を示し，

群落と裸地では異なる変化を示した。AVS の年平均は，

St. 1で 0.25±0.17 mg d.w.g-1，St. 3で 0.27±0.20 mg d.w.g-1

と，St. 2の 0.07±0.08 mg d.w.g-1より有意に高く（t検定，

p<0.01，p<0.01），群落同士は似た季節変化を示し，群落

と裸地では異なる変化を示した。 

考 察 

(1) コアマモ草体各部位の C，N含有量と単位面積当た

りの C，N現存量の推移（2011年調査） 

① コアマモ草体各部位の C，N含有量の推移 

C 含有量は，根部（△印）が地上部（○印）および地

下茎部（■印）より若干低かった（Fig. 3）。地上部では，

5月に 274.6 mgC d.w.g-1，6月に 239.5 mgC d.w.g-1と他の

月の 297.1～365.2 mgC d.w.g-1より低かった。これは，葉

部および葉鞘部で周年を通して明瞭な変動がみられなか

った和歌山県田辺湾 3)の場合と異なったが，その理由に

ついては C/N比と合わせて考察する。地下茎部（■印）

は明瞭な変化を示さなかった。根部（△印）は，1 月以

降減少し始め 4月に最も低くなっており，12月あるいは

1 月から減少し始め 3 月に最も低くなった田辺湾の地下

部の傾向 3)と似ていた。 

N 含有量は，地上部（○印）が地下茎部（■印）およ

び根部（△印）よりも有意に高かった（Fig. 3）。田辺湾

のコアマモの N含有量は，葉部，葉鞘部（地上部を葉部

と葉鞘部に分離），地下部（地下茎部と根部を一体化）の

順で多く，3)本研究においても同様の傾向を示した。地

上部の N含有量は，5～7月に 17.2～29.0 mgN d.w.g-1と

他の月より低く，6～9月に低かった田辺湾の傾向 3)と似

ていた。 

したがって，地下部の C含有量が冬季から春季にかけ

て減少すること，地上部の N 含有量が地下部より高く，

地上部の N含有量が夏季を中心に減少することは，六条

潟と田辺湾で似ていたことから，生息環境に左右されな

いコアマモの特性と考えられた。 

C/N比は，三河湾の地上部が 8.8～13.9と田辺湾の地上

部の 10.8～20.4より若干低かった。これは，N平均含有

量が六条潟で 32.0±6.1 mgN d.w.g-1，田辺湾で 29.5±4.7 

mgN d.w.g-1と両者でほぼ変わらなかったことに対し，C

平均含有量が六条潟で 330.2±38.2 mgC d.w.g-1と田辺湾

の 359.2±17.5 mgC d.w.g-1より低かったことによる。こ

の理由は，六条潟が，一級河川である豊川の河口域に形

成された干潟であるため，豊川からの土砂の濁りを受け

易いこと，栄養塩を含んだ淡水が流入するため赤潮が発

生し易いこと，15)冬季に北西の季節風に起因する波浪に

より巻き上がる海底泥の影響を受け易いことにより，透

明度が低くなり光合成活性が低下したことから，これら

の影響を受けにくい田辺湾よりCの生産量が少なくなっ

たためと推測された。前出の六条潟コアマモの 5，6月の

C 含有量が他の月より低く，田辺湾の場合と異なった理

由についても，梅雨時期の降雨による出水が光合成活性

に影響した可能性が推測された。

② コアマモ各部位の単位面積当たりの乾重量と C，N

現存量 

コアマモ（実線）の乾重量，C，N現存量を，同時期（2011

Fig. 6 Seasonal changes of the total biomass in Z. 
japonica population and Z. marina population. 
Upper, middle and lower graphs show dry weight, 
carbon concentration and nitrogen concentration, 
respectively. Straight lines and dotted lines show Z. 
japonica and Z. marina, respectively. Solid circles 
and open circles show flowering shoots of Z. 
japonica and Z. marina, respectively.
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年 7月～2012年 7月）に三河湾北東部の三谷地先に生息

するアマモ（点線）16)と比較して Fig. 6に示した。コア

マモの花穂部（●印）は 5～7月に 0.2～2.5 g d.w.m-2とな

り，最大の 5月における草体全体に占める割合は 2.5%で

あった。また，地下茎部と根部を合わせた地下部は，8.8

～79.8 g d.w.m-2と年間を通して維持されていた（Fig. 4）。

一方，アマモの花穂部（○印）は最も多い 6月に全体の

35.6%を占めた。また，アマモは 6 月をピークに草体総

量が 194.9 g d.w.m-2と繁茂した後はほとんどが枯死，流

出して，9～11月には急激に減少した（地上部：2.4～3.5 

g d.w.m-2，地下部：2.9～3.5 g d.w.m-2）。2000，2001年の

調査においても，同様の植生状況が観察されており，同

地先のアマモは 1年生の特徴が強く，種子による有性生

殖を主体として群落が維持されていた 17)としている。以

上のように，コアマモはアマモに比べ種子による繁殖が

少なく，地下茎による栄養生殖を主たる繁殖戦略にして

いることから，一度消滅すると回復しづらい種であるこ

とが窺われた。今後，三河湾における分布状況を把握す

る必要がある。 

草体の平均乾重量はコアマモが 97.6 g d.w.m-2とアマモ

の 53.8 g d.w.m-2より多く，C 平均現存量はコアマモが

31.8 gC m-2とアマモの 16.3 gC m-2より多かった。また，

N 平均現存量はコアマモが 2.54 gN m-2とアマモの 1.16 

gN m-2より多かった。コアマモは，生育環境によっては

アマモと同程度の生産速度を示すとされているが，3)年

間の平均乾重量，C，Ｎ平均現存量は同海域のアマモを

上回る結果となった。これは，コアマモが年間を通して

地下部を保持し（Fig. 4）密に安定した植生をしているの

に反して，アマモは種子による有性生殖を主体としてお

り，1 年を通して密に安定した植生をしていないことが

原因していると考えられた。また，季節変化では，草体

の乾重量および N現存量は，7月から翌年の 5月までは

コアマモの方が多かった。C現存量は 7月から 11月，1

月から 5月にかけてコアマモの方が多かった。このよう

に，コアマモは現存量がアマモを上回る期間が長かった。

これらのことから，三河湾東奥部においては，コアマモ

はアマモ以上に温暖化防止および水質浄化，さらには物

質循環に寄与している可能性が考えられた。 

田辺湾のコアマモの花穂部の出現は 5～8月で，総乾重

量に占める花穂部の割合は 4.3%であり，18)2.5%である六

条潟より高かった。これは，田辺湾の方が地上部の C含

有量が高かったこと，最高乾重量が 386.3 g d.w.m-2と 18)

六条潟の 2.1 倍あり現存量が多かったことが花穂部の形

成に影響していた可能性が考えられた。

六条潟のコアマモ群落の面積が 10.2haである 14)ことか

ら，コアマモ群落全体の C平均現存量は 3,244kgとなっ

た。二酸化炭素排出の原単位は 10t year -1 people-1なので，

19)これは 434人分の 1日当たりの二酸化炭素排出量に相

当した。同様にコアマモ群落全体の N 平均現存量は

259kgとなった。N排出の原単位は 11 g day-1 people-1な

ので，20)これは 23,500人分の 1日当たりの N排出量に相

当した。今後は，年間生長速度の測定から，Cおよび N

の吸収速度を求めて，二酸化炭素の吸収および水質浄化

の能力を算定する必要がある。

コアマモの生息水深はアマモより浅いことから，コア

マモ群落の衰退はアマモ群落以上に埋立て面積の増加と

連動しており，失われた温暖化防止および水質浄化の機

能は大きかった可能性が考えられた。また，コアマモに

付着する動植物においても，有機態および無機態の窒素

が水中から除去されると推測さるため，今後の調査が必

要である。 

(2) コアマモ草体地下部のN含有量と底質の関係（2011，

2012年調査） 

六条潟コアマモの地下茎部および根部のC/N比は，13.7

～24.0 および 12.7～21.7 と，田辺湾の地下部の 22.7～

63.213)よりかなり低かった。これは，地下茎部および根

部の C含有量が，328.7±22.4 mgC d.w.g-1および 296.4±

35.3 mgC d.w.g-1と，田辺湾の地下部の 321.0±28.7 mgC 

d.w.g-113)とほぼ変わらなかったことに対し，地下茎部お

よび根部の N含有量が 18.9±2.8 mgN d.w.g-1および 18.4

±2.0 mgN d.w.g-1 と，田辺湾の地下部の 9.7±2.5 mgN 

d.w.g-113)より 2 倍近く高かったことによる。また，群落

底質の N 含有量は，六条潟の 2 ヶ所で 0.41±0.09 mgN 

d.w.g-1および 0.39±0.14 mgN d.w.g-1と，ほとんどが 0.35 

mgN d.w.g-1以下である田辺湾 13)より高かった。TNの豊

富な海底堆積物に生息するコアマモほど草体中に多くの

Nを蓄積すること，13)異なる底質を持つ 2つのメソコス

ム水槽においてアマモの生育実験を行った場合，アマモ

の C/N比は底質環境の影響を強く受けること 21)から，六

条潟のコアマモは，底質の高い N濃度が影響して，田辺

湾より地下部の N含有量が高くなり，C/N比が低くなっ

たと推測された。地下部が Nの高い吸収能力を持ってい

るコアマモは，富栄養化している三河湾東奥部の環境に

適しているとともに，水質浄化機能が高いと考えられた。 

(3) コアマモ群落の C，Ｎ現存量と底質との関連（2012

年調査） 

Fig. 5に示すとおり，群落底質の C，N含有量は裸地よ

り高かった。また，強熱減量に示されるとおり，群落の

有機物量は裸地より高くなる結果となった。底質の強熱

減量の群落と裸地の比（1.2倍）は，底質の C，N含有量
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の群落と裸地の比（1.4 倍および 1.3 倍）より低かった。

これは，群落では有機物に加えて分解された無機物の C，

Nが裸地より多く存在していたためと考えられた。 

海草類は流速を低下させ，22)流速の低下は懸濁物の堆

積速度の増加をもたらす 23)とされている。Fig. 5に示す

とおり，地上部の繁茂期後期である 7～9月にかけて底質

の C，N含有量が高いことから，コアマモ地上部による

有機物や微小生物のトラップが，底質の C，N含有量の

増加に影響している可能性が推測された。そこで，底質

の C，N現存量の群落と裸地との差をコアマモの存在に

より生じた C，N量と考えた。単位面積当たりのコアマ

モの C，N現存量，コアマモの存在により生じた底質の

C，N量を Fig. 7に示した。なお，底質の厚みは，観測か

らコアマモの地下部が生育している 10cm とし，現地の

砂の比重 2.6524)を乗じて 1m2当たりの砂重量を 265kgと

して，底質の C，N含有量を 1m2当たりの C，N現存量

に換算した。地下部の C，N現存量とコアマモの存在に

より生じた底質の C，N量は，St. 1では相関は低かった

が似たような増減を示し関連性があるように見えた。St. 

3では St. 1ほどの関連性は見られなかった。このことは，

St. 3が不均一な群落であったことが影響していると推測

された。コアマモの C，N現存量とコアマモの存在によ

り生じた底質の C，N量の年間平均比（マイナスを除く）

は，1：7および 1：13であった。生じた底質の C，N量

はコアマモの C，N現存量よりかなり高かったことから，

コアマモによる有機物や微小生物のトラップのほかに，

コアマモの腐植や底生生物群集の影響の可能性が推測さ

れた。田辺湾では，コアマモ群落は裸地より，二枚貝綱

の種類と現存量や多毛綱の個体数密度と現存量が有意に

多かったことが示されている。25)また，宮城県松島湾内

に位置する桂島北西部の前浜干潟では，裸地とコアマモ

群落では底生生物相が異なり，群落では多毛類と甲殻類，

二枚貝類の個体数増加が確認された。26)さらに，多毛類

に対しては夏季から冬季にかけての安定かつ豊富な餌料

供給機能が，二枚貝に対しては稚貝の付着基盤としての

機能が示唆されている。26)本調査においても，群落底質

の窒素含有量は年間を通して裸地よりも有意に多いこと

から（Fig. 5），群落における多毛類への餌料供給の可能

性が窺われた。また，六条潟では，アサリ稚貝が冬季の

北西の季節風に起因する波浪の影響を受けて干潟域から

逸脱することを免れている可能性が示唆されている。27)

今後，コアマモと多毛類およびアサリ稚貝との関係など，

群落に生息する底生生物群集と底質の関係について調べ

る必要がある。 

また，群落底質の C，N含有量は，St. 1の 11月および

2月に，St. 3の 2月および 4月に裸地より低かった。Fig. 

8 に示すとおり，11 月および 4 月の観測日以前には，1

日当たり 59.5mmおよび 69.5mmの降水量があり，2月の

Fig. 7 Seasonal changes of the concentrations of 
carbon and nitrogen in Z. japonica population and 
the difference between concentrations of carbon and 
nitrogen of the bottom sediment in Z. japonica
populations (St. 1 and 3) and those in barren land 
(St. 2). The graphs of (a), (b), (c), (d) show carbon 
concentration of Z. japonica population, carbon 
concentration of bottom sediment, nitrogen 
concentration of Z. japonica population, nitrogen 
concentration of bottom sediment, respectively. 
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Fig .8 The daily mean wind velocity (a) and the daily 
precipitation (b). The arrows show observation days. 
Three black arrows show 11/15, 2/12, 4/10 in order. 
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観測日以前には日平均風速が年間でほぼ最高に達してい

ることから，河川からの出水や波浪の影響を受けて，裸

地に有機物が多く運ばれたと推測された。観測によると，

群落では周辺の裸地に比べ，埋没や土砂の流出が起きず

に安定していることから，海況のイベント時には群落は

むしろ土砂の出入りを抑制する方向に働き，裸地より C，

N現存量が少なくなった可能性が考えられた。 

群落底質の強熱減量およびAVSは，共に裸地より多く，

8 月あるいは 9 月に高くその後減少するなど似たような

変動を示した。また，裸地では夏季から秋季にかけての

み AVS が発生していたが，群落では年間を通して AVS

が発生していた。これらのことから，群落では裸地より

多い有機物が年間を通して還元状態で分解され，周年

AVSが発生していたと推測された。 

以上のことから，コアマモ群落は，隣地の裸地よりも

底質の C，N現存量が高く，底質に C，Nを蓄積してい

ることが分かった。また，相関は低かったが，コアマモ

の乾重量および C，N現存量と底質の C，N現存量には

関連があるように見えた。コアマモ群落は，底質に Cお

よび Nを安定して蓄積していたことから，温暖化防止や

水質浄化の機能を担っていると考えられた。今後は，温

暖化防止機能や，水質浄化機能の海域環境への寄与度を

把握するため，コアマモ群落の分布状況を把握する必要

がある。さらに，群落の生物生産機能についても調査す

る必要がある。

コアマモ群落は，地盤高 D.L. -1.0～-3.0mに形成される

アマモ群落 28)よりも浅い，地盤高 D.L. +0.6～-2.4mに形

成される 13)ため，透明度の低下による生息水深への影響

はアマモより少ないと推測された。また，和歌山県田辺

湾や宮城県松島湾のコアマモ群落の底質は多様に富んで

いたことが報告されている。13,26)このように，コアマモ

は，アマモと比較して生息水深の制限を受けず，底質の

選択性がほとんどないことから，再生の効果が表れやす

いと考えられた。また，栄養株の移植は，スキューバダ

イビングに頼らず，干潮時に徒歩で簡易に実施すること

が可能である。しかし，アマモは赤潮の発生が多くみら

れる 6，7月に集中的に水質浄化機能を担い，水産動物の

保育・生育に優れていることから，6)懸濁物除去機能に

優れた干潟・浅場の修復による透明度の回復を見ながら，

コアマモと合わせた再生が必要である。 

要 約 

三河湾六条潟において，コアマモ群落の特性と底質環

境との関連を調べた。コアマモの単位面積当たりの乾重

量，C，N 現存量の季節変化は，いずれも 8 月に最大，

12月に最少となった。コアマモ地上部の N現存量が草体

全体に占める割合は 69%であった。また，コアマモの地

下部は，底質の N現存量に呼応して Nを吸収した。コア

マモは単位面積当たりの年間月平均の C，N現存量がア

マモより多かった。コアマモ群落が存在することにより，

底質の C，N現存量は増大した。群落の密度が均一だと

群落と底質の C，N現存量は関連があるように見え，不

均一だとあまり関連はなかった。コアマモは，年間を通

じて植生しており，底質に C，Nを安定して蓄積してい

た。以上のことから，六条潟のコアマモ群落では，草体

かつ底質が温暖化防止や水質浄化の重要な機能を担って

いた。コアマモは，種子による有性生殖ではなく，地下

茎による栄養生殖を主体として群落を維持していた。こ

のため，一度消滅すると回復しづらい種であることが窺

われた。 
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